
早稲田大学インクル―シブ教育学会 第５回研修会  

 ２０２5 年 3 月 16 日 (日) 9:00～17:00 

本研修会は、学校心理士資格更新ポイント B1 対象研修となる予定です 

【 日    時 】 2025 年 3 月 16 日 (日)  9:00～17:00(1 日研修) （午前のみ，午後のみの参加も可能です） 

【 場    所 】 早稲田大学 中野国際コミュニティプラザ １１５・１１６  

対面とオンラインのハイフレックスですが、会場においでいただくことを推奨します。 

実践活動が中心のため、オンラインの方は講義、解説のみを視聴していただく形になります。 

【 参 加 費 】 ※早大生会員は無料 

（全日）    会員 : 3000 円（学外生：１500 円） 一般 : 7000 円（早大生：２500 円、学外生：3500 円） 

（午前のみ）会員 : 1000 円（学外生：500 円） 一般 : 3000 円（早大生：1000 円、学外生：1500 円） 

（午後のみ）会員 : 2000 円（学外生：1000 円） 一般 : 4000 円（早大生：1500 円、学外生：2000 円） 

【 申込方法 】 学会 HP 申込フォーム ・ 下記 URL ・ QR コードのいずれかからお申し込みください 

https://forms.gle/jSvxbT5EvygKoCyZ9 

【締め切り】 参加申し込みと参加費振り込みは同時にお願いします。 締め切り 3 月 13 日（木） 

【お問い合わせ】 dev-dis-office@list.waseda.jp (インクル学会事務局) 

いじめが起こった後のクラスづくり SST 演習 
～ グループダイナミクスの理解とファシリテーション演習～ 

 
 

第１部： いじめが生じるクラスのダイナミクスの

理解と予防的対応のワーク演習 

 

第２部： いじめが起こった後の立て直し 

       当事者（いじめっ子、はやし立て）への 

       小グループワークの実践演習        

 

第１部では、いじめが生じやすいクラスの人間 

関係を理解し、初期介入時のワークを学びます 

対立関係が見えており、クラスターが創られ

つつある段階では、通常のクラス作りに加えて、

どのように多様性を理解するかが鍵となりま

す。フルバリューコントラクトを学びます。 

 

第２部では、いじめが生じた後のクラスの立て

直しに必要な要素について理解をした上で 

当事者への集中ワークと分断されたクラスを 

立て直すためのグループワークを実践的に 

学びます。 

☆ 動きやすい服装、靴でおいでください。 

講師： 鎌田 晴美氏   

鎌田 学氏 

（まなび創造アカデミー）  

 

講師からひとこと： 

  いじめは、周囲の子ども達の「関わる力」

を育てていくことが大切です。また、いじめっ

子やはやし立ててしまう子らも家や学校で 

ストレスをためていることを理解した上で、 

適切に感情を表現する SST を育てる必要が

あります。キーワードは、自己理解と自己表現 

他者理解になります。 

 

講師：早稲田大学 教育・総合科学学術院 

   教授 本田恵子氏  
講師からひとこと： 

  グループダイナミクスは、適切に把握でき

るとプラスに導くことができます。ワーク中 

のファシリテーションのポイントについて 

活動を通じて、いっしょに学びましょう。 

 

mailto:dev-dis-office@list.waseda.jp

